
第第
３３
回回
団団
交交

第
3
回
中
央
港
湾
団
交
は
、

3
月
28
日
13
時
30
分
か
ら
、
芝

浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
東
京
）
で
開
催
さ
れ
た
。

業
側
は
、
第
2
回
団
交
の
回

答
か
ら
の
修
正
回
答
と
し
て

「
価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円

滑
化
政
策
」
の
推
進
に
つ
い
て

関
係
船
社
や
元
請
に
要
請
文
を

近
日
中
に
発
出
す
る
。

年
末
年
始
特
別
例
外
荷
役
に

係
る
労
働
条
件
の
見
直
し
は
、

1
月
4
日
の
平
日
化
の
問
題
や

土
曜
休
日
化
の
要
求
と
年
間
休

日
の
在
り
方
も
含
め
て
総
括
的

に
考
え
る
た
め
、
賃
金
労
働
時

間
問
題
専
門
委
員
会
で
検
討
す

る
。人

材
不
足
に
つ
い
て
は
、
専

門
委
員
会
を
設
置
し
て
協
議
す

る
。春

闘
協
定
の
実
施
す
べ
き
事

項
の
指
定
事
業
体
に
係
る
課
題

に
つ
い
て
早
急
に
協
議
・
促
進

を
図
り
た
い
。
と
要
旨
以
上
の

回
答
を
行
っ
た
。

組
合
側
は
、
関
係
先
へ
の
要

請
文
書
の
発
出
に
は
、
早
い
、

遅
い
の
意
見
は
あ
る
が
、
評
価

し
た
い
。

人
材
不
足
の
対
策
で
は
、
土

曜
日
の
完
全
休
日
な
ど
を
回
答

し
た
が
、
賃
減
り
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
。

要
請
文
書
の
発
出
は
、
地
方

港
、
検
数
・
検
定
、
専
業
、
現

業
す
べ
て
の
賃
上
げ
に
関
わ
っ

て
く
る
の
で
荷
主
に
も
周
知
し

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

標
準
者
賃
金
の
独
禁
法
に
抵

触
す
る
と
の
第
1
次
回
答
は
、

協
定
違
反
と
な
る
。
な
ど
の
意

見
と
主
張
を
行
っ
た
。

特
に
標
準
者
賃
金
の
回
答
に

は
、
そ
の
真
意
を
求
め
て
強
く

詰
め
寄
っ
た
。

業
側
は
、
標
準
者
賃
金
に
つ

い
て
の
回
答
は
、
22
春
闘
協
定

の
主
旨
で
あ
る
。
誤
解
を
与
え

た
と
し
た
な
ら
、
謝
罪
す
る
と

回
答
し
、
労
使
双
方
で
回
答
の

主
旨
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

業
側
は
、
解
決
を
図
る
た
め

に
事
務
折
衝
を
入
れ
た
い
と
し

た
。組

合
側
は
、
ま
ず
、
団
交
の

解
決
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

「
行
動
の
自
由
の
留
保
」
を
宣

言
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
次
回

の
団
交
日
程
を
設
定
し
た
う
え

で
事
務
折
衝
を
受
け
入
れ
る
と

回
答
し
た
。

業
側
は
こ
れ
を
了
承
し
て
、

次
回
の
団
交
を
4
月
12
日（
水
）

の
午
後
と
提
案
し
、
組
合
側
も

こ
れ
を
了
承
し
て
団
交
を
終
了

し
た
。
（
15
時
5
分
終
了
）

第第
４４
回回
団団
交交

第
4
回
中
央
港
湾
団
交
は
、

4
月
12
日
13
時
55
分
か
ら
芝
浦

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。

業
側
の
修
正
回
答
は
、
届
出

料
金
に
満
た
な
い（
届
出
違
反
）

の
原
因
を
調
査
し
て
監
督
官
庁

に
確
認
の
上
、
必
要
に
応
じ
労

使
協
議
・
検
討
し
た
い
。

検
査
部
会
か
ら
協
議
進
展
に

向
け
て
一
定
の
考
え
方
が
示
さ

れ
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
3
回

目
の
労
使
事
務
折
衝
を
早
急
に

開
催
し
た
い
。

放
射
線
健
康
診
断
の
実
施
に

向
け
た
制
度
設
計
を
図
り
た

い
、
な
お
、
関
係
事
業
者
の
定

期
健
診
時
に
同
時
に
検
査
す
る

こ
と
の
可
能
性
も
含
め
、
順
次

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
と

の
修
正
回
答
だ
っ
た
。

組
合
側
は
、
荷
主
へ
の
文
書

要
請
を
行
っ
た
か
の
質
問
を
業

側
に
投
げ
か
け
た
。

業
側
は
、
す
で
に
元
請
に
要

請
文
書
を
発
出
し
て
い
る
。
個

々
の
荷
主
に
対
し
て
は
、
元
請

が
行
う
こ
と
で
そ
れ
を
飛
び
越

え
て
日
港
協
が
や
れ
ば
、
元
請

の
行
動
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な

る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

業
側
の
見
解
に
対
し
て
、
組

合
側
は
、
現
場
で
は
、
現
実
問

題
と
し
て
賃
上
げ
で
き
る
環
境

が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
も
荷
主
に
要
請
す
べ
き

だ
。あ

る
い
は
、
修
正
回
答
に
つ

い
て
は
、
5
・
9
協
定
の
改
正

は
、
港
に
人
が
来
な
い
、
人
が

留
ま
ら
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
て

要
求
し
て
い
る
。
労
働
環
境
整

備
は
、
労
使
共
通
の
課
題
で
、

23
春
闘
の
重
要
な
課
題
だ
。
ま

た
、
時
間
外
分
母
も
関
係
し
て

く
る
の
で
協
議
に
時
間
を
要
す

る
の
で
一
定
の
折
衝
が
必
要
と

考
え
る
。

検
数
・
関
連
の
問
題
は
、
協

定
が
で
き
て
も
料
金
が
取
れ
て

い
な
い
た
め
に
、
協
定
倒
れ
に

な
っ
て
い
る
。

指
定
事
業
体
の
折
衝
は
早
急

に
や
る
べ
き
だ
。

そ
し
て
、
組
合
側
は
、
現
在

の
回
答
で
は
か
な
り
の
開
き
が

あ
り
、
今
後
の
交
渉
テ
ン
ポ
を

ど
う
考
え
る
か
を
質
し
た
。
ま

た
、
賃
上
げ
交
渉
が
一
方
で
進

ん
で
お
り
、
そ
の
検
証
も
必
要

で
あ
る
が
、
産
別
の
方
は
、
賃

上
げ
交
渉
を
見
極
め
な
い
と
ま

と
め
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
一

定
程
度
ま
で
詰
め
て
お
く
必
要

が
あ
る
こ
と
も
業
側
に
質
し

た
。業

側
は
、
団
交
を
解
決
に
導

く
た
め
に
4
月
26
日
（
水
）
に

団
交
を
設
置
し
て
、
そ
の
間
に

4
月
18
日
（
火
）
と
24
日
（
月
）

に
事
務
折
衝
を
行
い
た
い
と
提

案
し
て
き
た
。

組
合
側
は
、
こ
れ
を
了
承
し

て
団
交
を
終
了
し
た
。
（
15
時

15
分
終
了
）

中
央
港
湾
団
交
は
、
こ
れ
ま
で
第
3
回
、
第
4
回
と
開
催
し
、
交
渉
を
重
ね
て
き
た
が
、

前
進
あ
る
回
答
は
な
か
っ
た
。

第
5
回
団
交
は
、
4
月
26
日
に
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
事
務
折
衝
を
行
い
、
団
交
の

解
決
を
促
進
す
る
事
と
な
っ
た
。

全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、

「
23
港
湾
春
闘
総
決
起
集
会
」

を
4
月
5
日（
水
）18
時
よ
り
、

各
地
を
リ
モ
ー
ト
で
結
び
開
催

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
全
国
港
湾

真
島
委
員
長
は
「
23
中
央
港
湾

団
交
は
、
実
質
2
回
の
回
答
を

受
け
、
解
決
に
は
程
遠
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
前
進
し
て
い
な

い
。
行
動
の
自
由
の
留
保
通
告

を
行
っ
た
。
賃
上
げ
の
山
場
や

中
央
港
湾
団
交
の
回
答
を
検

討
、
判
断
し
戦
術
方
針
を
立
て

る
。
賃
上
げ
を
始
め
と
し
た
諸

要
求
解
決
ま
で
断
固
闘
い
抜
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
ま
た
、

港
運
同
盟
日
吉
会
長
は「
職
場
、

地
域
の
皆
様
が
産
別
に
結
集
し

た
団
結
力
こ
そ
が
、
厳
し
い
状

況
を
打
開
し
て
い
く
目
玉
と
な

る
。
大
幅
賃
上
げ
、
魅
力
あ
る

港
湾
労
働
の
確
立
を
目
指
し
、

要
求
実
現
に
向
け
て
共
に
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
な
ど
と
23
港
湾
春
闘

を
前
進
す
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
団
結
を
呼
び
か
け
、
決
意
表

明
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
全
国
港
湾
玉
田
書

記
長
が
、
春
闘
の
取
り
組
み
の

経
過
と
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
全
国
港
湾
竹
内
委

員
長
代
行
が
「
港
湾
の
兵
站
基

地
化
に
反
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
の
報
告
を
行
っ
た
。

集
会
の
最
後
は
、
全
国
港
湾

真
島
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
三
唱
で
閉
会
し
た
。

な
お
、
こ
の
集
会
に
は
95
ヶ

所
で
視
聴
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
6

社
が
取
材
を
行
っ
た
。
（
集
会

の
模
様
は
、
全
国
港
湾
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
港
湾
情
報
で
視
聴
で

き
ま
す
。
ま
た
、
聯
合
通
信
9

8
2
1
号
に
掲
載
）

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
で
国
内
初
の

労
働
組
合
が
結

成
さ
れ
た
。
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
は

1
月
、
世
界
で

1
万
2
0
0
0

人
の
従
業
員
の
解
雇
を
発
表
。

米
国
で
は
メ
ー
ル
一
本
で
解
雇

さ
れ
る
事
態
が
起
き
て
い
る
。

日
本
法
人
も
2
月
、
雇
用
問
題

を
ほ
の
め
か
す
メ
ー
ル
を
一
斉

に
送
り
、
そ
の
こ
と
に
不
安
を

覚
え
た
従
業
員
達
が
労
働
組
合

を
結
成
し
た
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

で
は
コ
ロ
ナ
特
需
の
減
速
が
叫

ば
れ
る
な
か
で
、
昨
年
に
は
8

兆
円
に
も
な
る
巨
額
な
利
益
を

上
げ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
の
大
量
解
雇
に
は
批
判
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
日
本
で
は

米
国
の
よ
う
な
乱
暴
な
解
雇
は

許
さ
れ
な
い
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

の
日
本
法
人
は
3
月
2
日
、
解

雇
で
は
な
く
一
部
の
社
員
の
退

職
勧
奨
と
み
ら
れ
る
メ
ー
ル
を

送
り
つ
け
た
。
早
期
退
職
に
応

じ
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
手
当

や
、
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
な
ど

の
説
明
が
書
か
れ
て
い
た
と
い

う
▼
今
後
行
わ
れ
る
団
体
交
渉

で
、
労
組
は
会
社
に
対
し
て
、

日
本
の
法
令
を
き
ち
ん
と
守

り
、
退
職
の
無
理
強
い
や
違
法

な
解
雇
を
し
な
い
よ
う
に
迫
る

構
え
だ
。
労
組
は
『
違
法
解
雇

を
許
せ
ば
、
ほ
か
の
企
業
に
も

影
響
が
及
ぶ
』
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。
一
方
、
岸
田
政
権

は『
労
働
移
動
促
進
』を
掲
げ
、

違
法
解
雇
で
も
労
働
者
を
追
い

出
せ
る
制
度
の
導
入
を
狙
っ
て

い
る
。
現
在
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

が
各
国
で
行
っ
て
い
る
解
雇

は
、
日
本
の
労
働
者
で
も
決
し

て
他
人
事
で
は
な
い
。

E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp

前
進
あ
る
回
答
な
し

前
進
あ
る
回
答
な
し
中
央
港
湾
団
交

中
央
港
湾
団
交
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要
求
実
現
に
向
け
結
集
し
よ
う
！

要
求
実
現
に
向
け
結
集
し
よ
う
！
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闘
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起
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会

２３
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決
起
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会
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